
荒
川
議
員
は
、
安
倍
政
権
の
も
と
で

の
相
次
ぐ
介
護
保
険
改
悪
計
画
に
市
民

の
安
心
老
後
が
揺
ら
い
で
い
る
。
保
険

料
納
め
て
介
護
な
し
は
「
国
家
的
詐
欺
」

と
の
声
ま
で
上
が
っ
て
い
る
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
来
年
４
月
よ
り
の
要
支

援
１
・
２
の
予
防
給
付
の
内
、
利
用
度

の
高
い
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
を
市
町

村
が
実
施
す
る
低
コ
ス
ト
の
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
移
行
す
る

問
題
を
と
り
上
げ
ま
し
た
。

市
民
の
願
い
か
な
え
る

総
合
事
業
を

荒
川
つ
ね
お
議
員

市
民
や
事
業
者
は
内
容
が
知
ら
さ
れ

ず
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
①
新
総
合
事

業
の
現
時
点
で
の
検
討
案
に
つ
い
て
、

②
訪
問
型
・
通
所
型
と
も
、
現
行
相
当

サ
ー
ビ
ス
が
全
て
の
移
行
先
と
な
る
現

行
サ
ー
ビ
ス
中
心
型
と
す
べ
き
、
③

「
安
上
が
り
、
無
資
格
サ
ー
ビ
ス
」
と

指
摘
さ
れ
る
基
準
緩
和
Ａ
型
に
つ
い
て

は
導
入
そ
の
も
の
を
慎
重
に
検
討
を
、

④
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は

要
支
援
者
の
介
護
認
定
申
請
権
を
侵
害

せ
ず
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
選
択

権
を
保
障
す
る
こ
と
、
以
上
４
点
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
る
。

従
来
通
り
の
サ
ー
ビ
ス

継
続
し
て
提
供

本
橋
保
健
福
祉
部
長

①
総
合
事
業
の
検
討
案
に
つ
い
て
は
、

要
支
援
者
等
に
対
す
る
訪
問
型
・
通
所

型
の
「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」
や
、
サ
ー
ビ

ス
「
担
い
手
確
保
」
の
あ
り
方
を
市
社

会
福
祉
審
議
会
な
ど
の
意
見
を
伺
い
検

討
を
す
す
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

し
て
い
る
。
今
後
は
、
市
民
・
介
護
事

業
者
等
に
対
し
事
業
周
知
に
努
め
な
が

ら
、
来
年
４
月
か
ら
の
円
満
な
開
始
に

と
り
く
む
。

②
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
は
本
市
の

総
合
事
業
に
お
い
て
も
基
本
的
な
部
分

で
あ
り
、
従
来
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
と
り
く
む
。

③
「
基
準
緩
和
Ａ
型
」
サ
ー
ビ
ス
は

「
買
い
物
」
や
「
ゴ
ミ
出
し
」
な
ど
日

頃
の
生
活
支
援
や
「
仲
間
づ
く
り
」
や

「
生
き
が
い
づ
く
り
」
に
繋
が
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
を
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
多
様
な
主
体
が
参
加
し
、
低
額
な
費

用
で
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
一
定
の
水
準
が
確
保
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
で
き
る
よ
う
研
修
な
ど
に
と

り
く
む
。

④
総
合
事
業
開
始
後
も
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
す
る
方
は
従
来
通
り
、
介

護
保
険
認
定
を
受
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
合
事
業
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
希
望
す
る
方
は

「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
活
用
で
迅
速
な

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
繋
げ
る
丁
寧
な
説
明

に
市
の
窓
口
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
努
め
て
ゆ
く
。

総
合
事
業
の
内
容

十
月
よ
り
市
民
・
事
業
者
に

説
明

荒
川
つ
ね
お
議
員

市
民
や
介
護
事
業
者
へ
の
総
合
事
業

説
明
は
何
月
か
ら
始
め
る
の
か
。

本
橋
保
健
福
祉
部
長

十
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

新
総
合
事
業
の
「
介
護
予
防
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
利
用
者
の
（
サ
ー

ビ
ス
）
選
択
権
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が

大
前
提
。
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
強
制
・

誘
導
は
行
な
わ
な
い
」
こ
の
こ
と
を
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
の
対
応
窓

口
に
指
導
で
き
る
か
。

本
橋
保
健
福
祉
部
長

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
希
望
者
の

み
と
い
う
形
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
通
り
、

相
当
サ
ー
ビ
ス
等
は
従
来
通
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

体
制
強
化
は
？

荒
川
議
員
は
、
総
合
事
業
移
行
等
に

伴
い
、
ま
す
ま
す
業
務
過
大
と
な
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、

ま
た
、
困
難
事
例
の
多
様
化
・
複
雑
化

進
行
に
速
や
か
な
対
応
と
援
助
を
行
な

う
市
直
営
の
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
質
し
ま

し
た
。

本
橋
保
健
福
祉
部
長
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
人
員
等
の
体
制
強

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
や
基
幹
型
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

し
て
ゆ
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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市議員団ホームページ 「日本共産党宇都宮市議員団」で検索

基本チェックリストは希望者のみに実施する

～多様なサービス強制・誘導は行わない指導を～

９月議会報告

質問をする荒川議員

荒
川
つ
ね
お
議
員
は
、
九
月
六
日
、

市
長
選
挙
目
前
の
九
月
議
会
一
般
質
問

に
登
壇
、
四
選
を
目
指
す
佐
藤
市
長
の

「
顧
客
主
義
」
「
政
治
と
お
金
」
「
も
っ

た
い
な
い
」
な
ど
の
政
治
姿
勢
や
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
諸
問
題
、
介
護
や
保
健
の
各
事
業

に
つ
い
て
市
民
目
線
か
ら
率
直
な
論
戦

を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

（
要
旨
）

介護予防・日常生活支援 総合事業への移行



日本共産党宇都宮市議員団
定 例 無 料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 １０月８日（土）午後２時～４時

◇会 場 日本共産党栃木県委員会

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

厚
生
労
働
省
所
管
の
独
立
行
政

法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
が
運
営
す
る
（
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
う
つ
の
み
や
病
院
の
民

間
譲
渡
計
画
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本

共
産
党
栃
木
県
委
員
会
と
同
県
議

団
、
同
宇
都
宮
市
議
員
団
は
、
８

日
、
塩
崎
恭
久
厚
労
相
あ
て
に
申

し
入
れ
書
を
提
出
し
、
存
続
を
求

め
ま
し
た
。

塩
川
鉄
也
衆
院
議
員
が
同
席
し
、

野
村
せ
つ
子
県
議
、
荒
川
つ
ね
お

市
議
ら
が
申
し
入
れ
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
う
つ
の
み
や
病

院
に
対
し
て
、
社
会
医
療
法
人

「
中
山
会
」
宇
都
宮
記
念
病
院
が

買
い
取
り
を
進
め
て
い
て
、
厚
労

省
に
「
譲
渡
申
請
書
」
を
提
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
申
し
入
れ

書
で
は
う
つ
の
み
や
病
院
に
つ
い

て
▼
地
域
に
根
づ
い
た
医
療
・
包

括
ケ
ア
の
拠
点
▼
準
公
的
病
院
と

し
て
質
の
良
い
、
患
者
本
位
の
医

療
を
提
供
▼
地
元
の
自
治
会
連
合

会
や
市
医
師
会
、
う
つ
の
み
や
病

院
の
医
療
従
事
者
ら
が
存
続
を
要

望
、
な
ど
の
理
由
か
ら
譲
渡
の
必

要
性
は
な
い
と
主
張
。

ま
た
栃
木
県
、
宇
都
宮
市
の

「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み
や
病
院
の

存
続
」
の
国
へ
の

意
見
書
提
出
や
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
尾
身
茂
理

事
長
の
「
今
後
と

も
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ

の
み
や
病
院
を
運

営
し
、
地
域
で
求

め
ら
れ
る
医
療
・
介
護
を
提
供
し

て
ゆ
く
意
向
」
と
の
厚
労
省
へ
の

回
答
が
行
わ
れ
た
も
と
で
、
国
と

し
て
明
確
に
譲
渡
を
拒
否
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。

申
し
入
れ
の
席
上
、
野
村
県
議

は
、
「
市
か
ら
の
ま
と
も
な
情
報

公
開
が
さ
れ
な
い
状
況
が
あ
り
、

住
民
の
苦
痛
と
な
っ
た
」
と
指
摘
。

荒
川
市
議
は
、
「
厚
労
省
か
ら

の
意
見
照
会
を
受
け
て
の
市
の
対

応
に
は
様
々
な
課
題
・
問
題
点
を

残
し
た
。
厚
労
省
・
市
と
も
に
安

易
な
意
見
照
会
の
や
り
方
は
見
直

す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

同
席
し
た
う
つ
の
み
や
病
院
職

員
の
男
性
は
、
病
院
の
経
営
が
黒

字
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
病
院
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
問
題

に
対
処
し
て
い
る
実
態
を
伝
え
、

存
続
を
要
望
し
ま
し
た
。

塩
川
議
員
は
、
地
域
住
民
の
意

見
を
く
ん
で
国

と
し
て
適
切
な

判
断
を
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

応
対
し
た
厚

労
省
の
担
当
者

は
、
「
要
望
は

大
臣
に
伝
え
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

申
し
入
れ
に

は
小
池
晃
参
議

院
議
員
の
秘
書

も
同
席
し
ま
し

た
。
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ＪＣＨＯうつのみや病院譲渡申請問題

厚労省の担当者に申し入れ、要望する左から荒川市議、塩川衆院議員、野村県議

厚労省の担当者に申し入れ書を手渡す野村県議と荒川市議

市
民
の
生
活
を
守
る
と
り
で
に

宇
都
宮
生
健
会
が
総
会

「
宇
都
宮
生
活
と
健
康
を
守
る
会
」
は
９
月
４
日
、
市

内
で
第
１
４
回
定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
１
３
年
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

の
強
行
で
、
国
民
に
「
自
助
」
を
押
し
つ
け
、
医
療
・
介

護
・
年
金
な
ど
社
会
保
障
の
全
分
野
に
わ
た
る
攻
撃
が
益
々

激
し
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
憲
法
２
５
条
の
旗
を
し
っ

か
り
と
立
て
て
対
決
し
て
ゆ
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
活
動
の
重
点
課
題
と
し
て
、
「
①
友
誼

団
体
と
の
い
っ
そ
う
の
連
携
強
化
を
進
め
る
。
②
生
活
保

護
基
準
引
き
下
げ
に
対
抗
し
、
行
政
へ

の
審
査
請
求
に
取
り
組
む
。
③
学
習
会

を
充
実
さ
せ
る
。
④
会
員
を
増
や
す
」

を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
生
健
会
会
長
に
は
猪
瀬
和
男

さ
ん
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

厚労相に共産党が申し入れ


